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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，日本に求められる科学技術倫理を養う実践型カリキュラムを開発することを目

的として次に示す研究を行った。まず，科学技術倫理に関する考え方を類別して分析し，日本
における科学技術倫理の在り方を検討して，中学校段階で生徒が学習すべき科学技術倫理の内
容について明らかにした。次に，中学校技術・家庭科の技術分野で実施するための科学技術倫
理に関する授業実践の指導目標の設定，指導計画と学習過程，ならびにその評価方法を作成し
て授業実践を行った。最後に、今後一般の中学校で科学技術倫理に関する授業を行うための普
遍的な考え方と進め方について明確にした。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This study has aimed to develop the practice type curriculum that educates Science 
and Technology Ethics for the Japanese future. First of all, I clarified the content of 
Science and Technology Ethics that had to categorize the idea concerning that, to 
consider what should be of that in Japan, and to study at Junior High School. Next, I 
made the setting of the guideline of the teaching practice concerning Science and 
Technology Ethics to execute it in Technology Education of Junior High School, the 
syllabus, the learning process, and the evaluation method, and did the teaching 
practice. Finally, I clarified a universal idea and how to advance it to teach it 
concerning Science and Technology Ethics in Junior High School in the future. 
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１．研究開始当初の背景 

最初に，この研究が対象とする科学技術倫

理とは，これからの日本社会において全ての

国民に必要とされる科学技術に関する倫理

の中でも，義務教育が修了する中学校段階ま

でに育成すべきものを示している。 

今日多発する科学技術倫理の欠如から派

生する社会問題から鑑みても，科学技術倫理

にかかわる教育は，これからの日本社会にお

いて取り組まなければならない最重要課題

である事は明らかである。この教育を広く普

及するためには，社会人のみならず学校教育

において取り組むことは大変大事なことで

あり，特に義務教育の最終段階である中学校

において取り組む意義は大きい。科学技術倫

理に関連する教科としては，理科と技術・家

庭科が考えられるが，ここでは社会生活との

関わりが大きい技術・家庭科において，まず

授業実践を行うことが適切であると考える。

これを学校教育の中で円滑に遂行するため

には，指導目標との整合性や生徒の発達段階

に合った適切な教育内容と教育方法で行わ

なければならない。 

 

２．研究の目的 
本研究では，日本に求められる科学技術倫

理を養う実践型カリキュラムを開発するこ

とを目的としている。具体的には，まず科学

技術倫理に関する考え方を類別して分析し，

日本における科学技術倫理の在り方を検討

して，中学校段階で生徒が学習すべき科学技

術倫理の内容について明らかにする。次に，

中学校技術・家庭科の技術分野で実施するた

めの科学技術倫理に関する授業実践の指導

目標の設定，指導計画と学習過程，ならびに

その評価方法を作成して授業実践を行う。最

終的には今後一般の中学校で科学技術倫理

に関する授業を行うための普遍的な考え方

と進め方について明確にしていく。 

 
３．研究の方法 

科学技術倫理に関する文献調査を，科学技

術倫理，科学倫理，技術者倫理，工学倫理等

の名称も含めて国内・国外について広く行う。

この調査を基に，科学技術倫理に関する考え

方を類別して分析し，日本における科学技術

倫理の在り方を検討する。 

次に，学校教育の各校種で行われている科

学技術倫理にかかわる教育について，その教

育内容と教育方法，教育効果等を把握するた

めの実態調査を国内はもとより国外（米国，

ドイツ）で行う。この調査より，中学校段階

で生徒が学習すべき科学技術倫理の内容に

ついて検討する。 

そして，手始めに中学校技術・家庭科の技

術分野で実施するための科学技術倫理に関

する授業実践の指導目標の設定，指導計画と

学習過程，ならびにその評価方法を作成する。 

続いて，上記で作成した指導計画と学習過

程に基づき，実際の中学校において授業実践

を行う。この授業実践により得られる科学技

術倫理に関する思考や技能，態度の育成状況

等の諸結果の成果を基にして，今後一般の中

学校で科学技術倫理に関する授業を行うた

めの普遍的な考え方と進め方について明確

にしていく。本研究での研究計画・研究方法

は以下のような手順で進めていく。 

(1) 科学技術倫理に関する国内・国外の文献

調査を行う。 

(2) 科学技術倫理に関する授業の実態調査

を国内・国外で行う。 

(3) 科学技術倫理に関する授業の題材・教材，

教育効果の調査を行う。 

(4) 各種の調査結果に基づいて，科学技術倫

理に関する指導計画と学習過程の作成を

行う。また，その際には実際の授業で使用

する教材の開発を行う。 

(5) 各種調査に基づいて作成した指導計画，



学習過程による授業実践を，富山県，愛知

県，名古屋市等の研究協力校で行う。 

(6）授業の客観的成果を，教師の立場，生徒

の立場からの検討を行って分析し，題材・

教材のあり方について究明する。 

(7) 授業を行った教師と授業を受けた生徒

への直接聞き取り調査より，授業の成果な

らびに課題を明確にする。 

(8) 授業実践の総合的な評価を行い，作成し

た指導計画，学習過程へのフィードバック

を行う指針をまとめて，新たな特徴的かつ

効果的な指導計画，学習過程の検討，作成

を行う。 

(9) 新たな指導計画，学習過程を用いた授業

実践を，研究協力校で行う。 

(10) この授業の客観的成果を，教師の立場，

生徒の立場からの検討を行って分析する。

また，題材・教材のあり方についても究明

する。 

(11) 授業を行った教師と授業を受けた生徒

への直接聞き取り調査より，授業の成果な

らびに課題を明確にする。 

(12) 授業実践の総合的な評価を行い，作成

した指導計画，学習過程の再構成を行う指

針をまとめて，新たな特徴的かつ効果的な

指導計画，学習過程，評価計画の提案と報

告書の作成を行う。 

 

４．研究成果 

1 年目は，国内外における科学技術倫理に

関する情報を収集し，検討した。具体的には，

まず科学技術倫理に関する文献調査を，科学

技術倫理，科学倫理，技術者倫理，工学倫理

等の名称も含めて国内・国外について広く行

った。この調査を基に，科学技術倫理に関す

る考え方を類別して分析し，日本における科

学技術倫理の在り方を検討した。 

次に，学校教育の各校種で行われている科

学技術倫理にかかわる教育について，その教

育内容と教育方法，教育効果等を把握するた

めの実態調査を国内はもとより国外（米国）

で行った。この調査より，中学校段階で生徒

が学習すべき科学技術倫理の内容について

検討した。 

２年目は，技術・家庭科においてカリキュ

ラムを開発するに当たり，まず技術倫理教育

について既に取り組んでいるアメリカの教

育実践について検討した。具体的には，イリ

ノイ州立大学附属高校（ Illinois State 

University High School）の技術教育コース

で技術倫理に関する教育実践を担当してい

る教員（２名）からの聞き取り調査と，この

教育実践で使用されている教材（プレゼンテ

ーション等）の調査を実施し，分析した。 

次に，これらの検討結果を基にして，技

術・家庭科における技術倫理を育成していく

教材並びに学習過程を検討し，授業実践を行

った。具体的には，題材として技術が社会に

どのように貢献し，環境にどのような影響を

及ぼしているかを取り上げ，中学校技術・家

庭科の最初の授業において実施し，その有効

性を検証した。その結果，生徒の技術に関す

る課題意識を高めることなど，カリキュラム

を開発していく上での数余の基礎的知見を

得ることができた。 

３年目は，技術・家庭科における中学校３

年間の科学技術倫理教育カリキュラムを開

発した。具体的には，中学校技術・家庭科の

学習指導要領及びその解説書における技術

倫理に関する記述を抽出し，次にそれらがど

の技術倫理に関連するかを分類し，さらにそ

の内容の取り扱いについて検討した。さらに，

検討結果を基にして，中学校３年間の科学技

術倫理教育におけるモデルカリキュラムを

構築した。 

次に，このモデルカリキュラムにおける技



術・家庭科技術分野の「情報に関する技術」

の内容において，科学技術倫理の 1つである

情報倫理を育成する学習指導法について検

討した。具体的には，開発者の視点で情報に

関する技術を検討することが重要であると

考え，製品開発者の活動を模倣した学習

（Developer-Like Activity Learning）を取り

入れた学習指導法を提案した。この学習指導

法は，HDT（Human Design Technology）

に基づく製品開発プロセスを問題解決的学

習過程に適用したもので，このことにより生

徒は主体的に情報倫理を身につけることが

できる。 
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